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島
根
県
神
道
青
年
協
議
会

副
会
長　

宮
川
貴
巴

　

去
る
二
月
十
五
日
（
土
）、
主
催	
島
根
県
神

道
青
年
協
議
会
（
会
長	

野
上
郁
子
）、
共
催	

神
道
政
治
連
盟
島
根
県
本
部
青
年
隊
（
隊
長　

巨
勢
佳
史
）に
よ
り
、
神
社
庁
神
殿
に
お
い
て
竹

島
領
土
平
安
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
、
併
せ
て
時

局
問
題
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
で
十
三
回

目
を
迎
え
た
竹
島

領
土
平
安
祈
願
祭

は
、
竹
島
が
所
属

す
る
島
根
県
の
青

年
神
職
と
し
て
、

祭
祀
を
通
じ
、
す

み
や
か
な
領
土
権

の
確
立
と
日
韓
の

真
の
友
好
平
和
、

共
存
共
栄
を
真
摯

「
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
並
び
に

時
局
問
題
講
演
会
に
つ
い
て
」

に
祈
願
す
る
も

の
で
、
平
成
十

九
年
よ
り
毎
年

斎
行
さ
れ
て
い

る
。

　

令
和
の
御
代

初
と
な
る
祭
典

は
、
神
社
庁
役

員
を
始
め
、
各

支
部
長
、
関
係

団
体
長
、
神
道

青
年
全
国
協
議

会
・
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議
会
役
員
等
、
例

年
よ
り
多
い
四
十
余
名
の
参
列
の
も
と
、
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
県
神
道
青
年
協
議
会
会
員
の

奉
仕
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
午
後
二
時
四
十
分
よ
り
有
村
治
子
先

生
（
神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
副
幹
事

長
・
参
議
院
議
員
）
を
講
師
に
迎
え
、「
領
土

問
題
を
と
ら
え
る
新
た
な
視
点
」
と
題
し
時
局

問
題
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

　

国
会
で
は
当
初
竹
島
問
題
に
つ
い
て
質
問
通

告
し
た
際
、
こ
れ
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
部
署

が
無
か
っ
た
事
、
ま
た
、
粘
り
強
く
活
動
を
続

け
た
こ
と
に
よ
り
平
成
十
七
年
三
月
に
は
、
当

時
の
文
部
科
学
相
よ
り
、「
竹
島
・
尖
閣
諸
島

に
つ
い
て
、
学
習
指
導
要
綱
に
日
本
の
領
土
と

し
て
明
記
す
べ
き
」
と
す
る
見
解
を
引
き
出
し

た
事
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
っ
た
。

　

参
議
院
選
挙
初
当
選
以
来
、
一
貫
し
て
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
『
領
土
問
題
』
に
つ
い
て
、

国
民
的
関
心
の
高
揚
に
繋
げ
る
た
め
活
動
さ
れ

て
き
た
こ
れ
ら
の
お
話
を
大
変
興
味
深
く
拝
聴

し
、
竹
島
は
も
と
よ
り
国
家
全
体
の
領
土
主
権

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
改
め
て
深
く
考
え
る
機

会
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

今
回
の
祭
典
、
講
演
会
を
通
じ
て
、
領
土
問

題
は
簡
単
に
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
が
、

国
民
一
人
一
人
が
関
心
を
持
ち
、
解
決
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
が
、
い
か
に
大
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切
か
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
年
十
月
に
は
、
隠
岐
の
島
町
「
竹
島
之

碑
」
に
お
い
て
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
主
催

に
よ
る
平
安
祈
願
祭
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
我

が
国
が
誇
り
あ
る
姿
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
将

来
に
責
任
を
負
う
青
年
世
代
と
し
て
諸
活
動
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

奉
仕
員
（
島
根
県
神
道
青
年
協
議
会
）

　

斎
主　

副
会
長　

宮
川　

貴
巴（
大
原
支
部
）

　

祭
員　

会　

員　

片
岡　

明
路（
八
束
支
部
）

　

祭
員　

会　

員　

篠
田　

孝
紀

（
出
雲
大
社
支
部
）

　

奏
楽　

理　

事　

池
田　

朋
史（
飯
石
支
部
）

　

奏
楽　

会　

員　

三
戸　

太
貴（
飯
石
支
部
）

　

典
儀　

会　

員　

本
田　
　

亘
（
出
雲
大
社
支
部
）

　
　

神
道
政
治
連
盟
島
根
県
本
部
青
年
隊

副
隊
長　

諏
訪
邊
裕
之

　

去
る
二
月
二
十
二
日
（
土
）
島
根
県
民
会
館

に
お
い
て
、
第
十
五
回
「
竹
島
の
日
」
記
念
式

典
、
竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
県
民
大

会
が
島
根
県
、
島
根
県
議
会
、
竹
島
・
北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
島
根
県
民
会
議
主
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
が
騒

が
れ
つ
つ
あ
る
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、
マ
ス
ク

の
配
布
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹
底
な
ど
万
全

の
対
策
の
中
、約
五
〇
〇

名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　

式
典
で
は
、
ま
ず
主

催
者
で
あ
る
丸
山
達

也
知
事
が
挨
拶
し
、
続

い
て
竹
島
・
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
島
根
県

民
会
議
の
中
村
芳
信
会

長
が
挨
拶
し
た
。
残
念

な
が
ら
今
回
も
閣
僚
の

第
十
五
回
「
竹
島
の
日
」
記
念
式
典
、

竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

県
民
大
会

出
席
は
無
か
っ
た
が
、

政
府
か
ら
は
藤
原
崇

政
務
官
が
出
席
し
挨

拶
を
述
べ
た
。

　

続
く
感
謝
状
贈
呈

で
は
五
名
と
一
団
体

が
表
彰
さ
れ
、
島
根

県
立
安
来
高
等
学
校

新
聞
部
で
は
学
校
新

聞
「
安
来
高
新
聞
」

を
発
行
し
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
毎
年
竹
島
問

題
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
高
校
生
の
視
点
で

自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

関
心
が
低
い
若
年
層
の
啓
発
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
大
会
が
始
ま
っ
て
以
来
初
と
な
る
「
啓
発

推
進
区
分
」
で
の
表
彰
を
受
け
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
竹
島
領
土
権
確
立
島
根
県

議
会
議
員
連
盟
の
小
沢
秀
多
会
長
が
特
別
決
議

案
を
読
み
上
げ
、
満
場
一
致
の
拍
手
に
よ
っ
て

採
択
さ
れ
た
。

　

式
典
後
に
は
『「
竹
島
の
日
」
条
約
制
定

十
五
周
年
を
迎
え
て
』
と
題
し
、
新
藤
義
孝
氏

（
衆
議
院
議
員
）、
下
條
正
男
氏
（
拓
殖
大
学
国

際
学
部
教
授
）、
豊
田
欣
吾
氏
（
内
閣
官
房	

領

土
・
主
権
対
策
企
画
調
整
室
長
）
ら
に
よ
っ
て

鼎
談
が
行
わ
れ
、
竹
島
問
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
の
現
状
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。
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令
和
元
年
度
支
部
祭
式
助
教
研
修
会
が
一
月

二
十
五
日
開
催
さ
れ
た
。
主
に
基
本
作
法
、
座

礼
作
法
、
立
礼
作

法
を
教
授
し
、
研

修
生
十
八
名
が
研

修
を
修
了
し
た
。

支
部
祭
式
助
教
研
修
会

　

一
月
二
十
八
日
神
社
庁
神
殿
に
お
い
て
新
年

祭
が
青
木
顧
問
、
⻆
河
庁
長
外
関
係
者
参
列
の

も
と
斎
行
さ
れ
た
。

　
祭
典
奉
仕
者

　
　

斎
　
主　

喜
和
田
公
二
（
出
雲
大
社
）

　
　

祭
　
員　

飯
塚　

拓
也
（
出
雲
大
社
）

　
　

奏
　
楽　

古
瀬　

智
彦
（
出
雲
大
社
）

　
　

奏
　
楽　

熊
野　

博
元
（
出
雲
大
社
）

　
　

典
　
儀　

牛
尾　
　

充
（
浜
田
）

新

年

祭
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二
月
二
十
五
日
神
社
庁
神
殿
に
お
い
て
祈
年

祭
併
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭
が
⻆
河
庁

長
外
役
員
支
部
長
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
た
。

　
祭
典
奉
仕
者

　
　

斎
　
主　

中
田　

宏
記
（
大
田
）

　
　

祭
　
員　

野
上　

郁
子
（
那
賀
）

　
　

祭
　
員　

田
平　

好
香
（
大
田
）

　
　

奏
　
楽　

牛
尾　

禎
竝
（
浜
田
）

　
　

奏
　
楽　

篠
田　

雅
子
（
益
田
）

　
　

典
　
儀　

牛
尾　
　

充
（
浜
田
）

祈
年
祭
・
神
宮
大
麻
暦

頒
布
終
了
奉
告
祭

令和元年度　神宮大麻及暦頒布実績表

項目
支部

大　　　　麻
大麻
頒布率

過去３年の推移

前年比

暦

大　麻
（ふるさと便） 中大麻 大大麻 合計 28年度 29年度 30年度 暦 大暦

松 江 9,346 （223） 117 67 9,530 15.0% 9,588 9,528 9,457 73 4 1

八 束 9,509 （34） 589 343 10,441 54.4% 10,946 10,834 10,568 △ 127 5 5

能 義 2,384 （140） 253 53 2,690 72.9% 2,801 2,756 2,720 △ 30 24 1

安 来 4,146 （187） 65 1 4,212 46.4% 4,240 4,236 4,232 △ 20 11 1

仁 多 3,650 （320） 37 21 3,708 83.3% 3,943 3,876 3,809 △ 101 1 2

大 原 8,920 （205） 87 44 9,051 112.5% 9,295 9,187 9,135 △ 84 500 0

飯 石 5,384 （394） 2 5 5,391 78.2% 5,615 5,563 5,457 △ 66 47 1

出雲大社 773 （40） 0 31 804 134.0% 874 856 837 △ 33 0 0

簸 川 8,557 （74） 17 24 8,598 52.4% 8,927 8,806 8,729 △ 131 27 0

出 雲 15,526 （331） 234 81 15,841 37.4% 15,809 15,876 16,026 △ 185 76 1

大 田 6,329 （77） 34 8 6,371 46.9% 6,512 6,475 6,486 △ 115 0 0

邑 智 5,957 （0） 27 8 5,992 70.0% 6,545 6,412 6,163 △ 171 25 0

那 賀 3,416 （0） 418 19 3,853 63.6% 3,994 3,880 3,909 △ 56 18 2

江 津 4,012 （300） 3 0 4,015 48.6% 3,971 3,861 4,055 △ 40 0 0

浜 田 5,887 （70） 159 8 6,054 33.0% 6,132 6,106 6,089 △ 35 52 0

益 田 8,627 （25） 874 204 9,705 51.1% 10,282 10,008 9,865 △ 160 32 1

鹿 足 2,914 （59） 502 65 3,481 57.1% 3,619 3,595 3,560 △ 79 3 0

島 前 1,525 （0） 5 1 1,531 53.3% 1,636 1,556 1,541 △ 10 10 4

島 後 3,629 （71） 18 3 3,650 58.9% 4,039 3,730 3,691 △ 41 3 1

その他 0 （0） 0 0 18 40 4 △ 4 0 0

計 110,491（2550） 3,441 986 114,918 0.0% 118,786	 117,181	 116,333 △ 1,488 838 20



第346号（令和２年５月15日）（5） 庁 報

　

令
和
元
年
度
初
任
神
職

研
修
が
二
月
、
四
月
の
前

期
・
後
期
に
開
催
さ
れ

十
八
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
一
部
開
催
形
態
を
変

更
し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。

研修生名簿
氏　　名 支 部

吉 岡　 竜 馬 松 江
中 村　 文 哉 松 江
佐 草　 啓 子 八 束
石 倉　 俊 直 八 束
松 岡 日 出 夫 大 原
山本ソレンセン貴子 大 原
宮 川　 龍 哉 大 原
安 藤　 俊 輔 出雲大社
大 塚　 智 貴 出雲大社
福 谷　 一 眞 簸 川
塩 野　 清 明 出 雲
朝 山　 亮 子 出 雲
山 本　 卓 也 大 田
森 山　 晴 朗 大 田
田 平　 好 香 大 田
本 山　　　 亮 邑 智
宮 﨑　 壮 志 益 田
億 岐　 紘 矛 島 後

 

謝  

辞
令
和
元
年
度
初
任
神
職
研
修
修
了
生
を
代
表

し
て
一
言
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
私
た
ち
十
八
名
の
研
修
生
は
、
二
月

と
四
月
の
二
回
に
わ
た
り
本
研
修
を
受
講
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
が
世
界
的
規
模
で
急
速
に
感
染
拡
大
す
る

と
い
う
厳
し
い
状
況
下
で
の
研
修
と
な
り
ま
し

た
が
、
本
日
こ
こ
に
無
事
終
了
の
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
⻆
河
庁
長
を
は
じ
め
島
根
県
神

社
庁
の
皆
様
、
そ
し
て
講
師
の
先
生
方
の
ご
尽

力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、
七
科
目
の
講
義
の
ほ
か

に
「
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
」
へ
の
参
列
や
参

議
院
議
員
有
村
治
子
先
生
の
時
局
講
演
を
拝
聴

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
な
ど
、
大
変
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
年
齢
や
出
身
地
は
様
々
で
し
た
が
、

共
に
神
職
と
い
う
道
を
歩
ん
で
い
く
仲
間
に
出

会
え
た
こ
と
は
、
各
々
心
の
支
え
に
な
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
本
研
修
に
お
い
て
「
学
ぶ
」
と
い

う
こ
と
の
喜
び
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
神
職
と
し
て
よ
り
成
長
し
て
い
く
の
だ

と
い
う
思
い
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
本
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、

神
明
に
奉
仕
す
る
と
い
う
崇
高
な
使
命
と
誇
り

を
持
っ
て
、
人
格
を
磨
き
、
知
識
、
技
能
を
高

め
る
た
め
に
日
々
研
鑽
を
重
ね
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
研
修
期
間
中
、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
島
根
県
神
社
庁
の
皆
様
、

真
心
を
持
っ
て
懇
切
丁
寧
に
ご
教
授
い
た
だ
き

ま
し
た
講
師
の
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
お

礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
二
年
四
月
十
二
日

　
　
　
　

修
了
生
代
表　

松
岡　

日
出
夫

初
任
神
職
研
修
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令
和
二
年
三
月
十
日
発
令

氷

川

神

社　

祢
宜

秦　
　
　

崇　

弘
（
八
束
）

内

神

社　

宮
司

家　

原　

孝　

史
（
松
江
）

　
　
　
　
　

令
和
二
年
五
月
一
日
発
令

持

田

神

社　

宮
司

井　

上　
　
　

悟
（
松
江
）

揖

夜

神

社　

宮
司

井　

上　

眞　

澄
（
八
束
）

八

幡

宮　

宮
司

遠　

藤　

悦　

弘
（
八
束
）

富
田
八
幡
宮　

宮
司

竹　

矢　

雅　

人
（
能
義
）

加

茂

神

社　

宮
司

長　

妻　

敏　

政
（
安
来
）

八

幡

宮　

宮
司

小　

澤　

直　

志
（
安
来
）

鳥

屋

神

社　

宮
司

山　

本　

孝　

一
（
簸
川
）

市

森

神

社　

宮
司

古　

瀬　

倶　

之
（
出
雲
）

　
　
　
　
　

令
和
二
年
五
月
一
日
発
令

出

雲

大

社　

権
宮
司

千　

家　

和
比
古
（
出
雲
大
社
）

　
　
　
　
　

令
和
二
年
五
月
一
日
発
令

賣

布

神

社　

宮
司

青　

戸　

昭　

博
（
松
江
）

賣
豆　

神
社　

宮
司

谷　

本　
　
　

敏
（
松
江
）

加

茂

神

社　

宮
司

内　

田　

貞　

文
（
大
原
）

屋
裏
八
幡
宮　

宮
司

齋　

藤　

文　

崇
（
大
原
）

阿
須
伎
神
社　

宮
司

錦　

織　

雅　

紘
（
簸
川
）

弥
久
賀
神
社　

宮
司

春　

日　

貴　

紘
（
簸
川
）

水

上

神

社　

宮
司

宮　

能　

壮　

充
（
大
田
）

八

幡

宮　

宮
司

本　

山　
　
　

幹
（
邑
智
）

隱

岐

神

社　

宮
司

村　

尾　
　
　

周
（
島
前
）

飯

田

神

社　

宮
司

米　

澤　

壽　

重
（
島
後
）

　
　
　
　
　

令
和
二
年
二
月
三
日
発
令

太
皷
谷
稲
成
神
社　

宮
司

⻆　

河　

和　

幸
（
鹿
足
）

　
　
　
　
　

令
和
二
年
五
月
一
日
発
令

出

雲

大

社　

権
宮
司

千　

家　

和
比
古
（
出
雲
大
社
）

　
　
　
　
　

令
和
二
年
三
月
十
日
発
令

那
賣
佐
神
社　

宮
司

武　

田　

敦　

隆
（
出
雲
）

八

幡

宮　

宮
司

本　

山　
　
　

幹
（
邑
智
）

長

浜

神

社　

宮
司

秦　
　
　

和　

憲
（
出
雲
）

　
　
　
　
　

令
和
二
年
五
月
一
日
発
令

賣
豆

神
社　

宮
司

谷　

本　
　
　

敏
（
松
江
）

大

原

神

社　

宮
司

後　

藤　

和　

彦
（
仁
多
）

神

職

身

分

昇

級

神

職

階

位

昇

階

特
　
級

一
　
級

二
　
級

二
級
上

浄
　
階

明
　
階
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八
幡
宮
名
誉
宮
司
（
大
田
市
仁
摩
町
）

金　

築　

正　

彦

（
令
和
二
年
三
月
二
十
日
付
）

八
幡
宮
名
誉
宮
司
（
出
雲
市
斐
川
町
）

村　

上　

家　

次

（
令
和
二
年
五
月
一
日
付
）

名
誉
宮
司
称
号
授
与

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
に
つ
い
て
の
本
庁
か
ら
の
注
意
喚
起

総
神
発
第
九
五
号

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
日

神
社
本
庁
総
長　

田
中
恆
清

神
社
庁
長
殿

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
伴

ふ
神
社
の
対
応
に
つ
い
て

　

標
記
の
件
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
報
道
等
に
よ
り
御
承

　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
二
年
二
月
三
日
付

第
二
条
二
号

　
　

太
皷
谷
稲
成
神
社　

宮
司

　

⻆　

河　

和　

幸
（
鹿
足
）

第
三
条
二
号

　
　

伊

努

神

社　

宮
司

　

小　

谷　
　
　

優
（
出
雲
）

　
　

櫛
代
賀
姫
神
社　

宮
司

　

田　

中　

勝　

治
（
益
田
）

　
　
　
尾
八
幡
宮　

宮
司

　

齋　

木　

規　

功
（
邑
智
）

第
三
条
三
号

　
　

住

吉

神

社　

役
員　

俵　
　
　
　
　

護
（
益
田
）

　
　

金
屋
子
神
社　

役
員　

加　

藤　
　
　

進
（
能
義
）

　
　

水

祖

神

社　

役
員　

吉　

崎　

博　

章
（
島
後
）

第
三
条
四
号

　
　

島
根
県
神
社
庁　

参
事　

金　

築　

知　

宏
（
大
原
）

功

績

表

彰

　
　
　
　
　

令
和
二
年
五
月
一
日
発
令

加
茂
志
神
社　

宮
司

宮　

川　

康　

秀
（
松
江
）

新

宮

神

社　

宮
司

金　

津　

一　

男
（
八
束
）

加

賀

神

社　

宮
司

金　

津　

英　

隆
（
八
束
）

揖

夜

神

社　

宮
司

井　

上　

眞　

澄
（
八
束
）

八

幡

宮　

宮
司

遠　

藤　

悦　

弘
（
八
束
）

御　

　　

神　

社　

宮
司

吉　

岡　
　
　

久
（
簸
川
）

鳥

屋

神

社　

宮
司

山　

本　

孝　

一
（
簸
川
）

鹿

島

神

社　

宮
司

小　

汀　

泰　

之
（
出
雲
）

三

島

神

社　

宮
司

古　

瀬　

道　

雄
（
邑
智
）

八

幡

宮　

宮
司

中　

島　

高　

明
（
益
田
）

指

月

神

社　

宮
司

能　

美　

定　

久
（
鹿
足
）

天
健
金
草
神
社　

宮
司

古　

木　

裕　

麿
（
島
後
）

東　

　　

神　

社　

宮
司

藤　

野　
　
　

博
（
島
後
）

正
　
階
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知
の
通
り
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
感
染
事

例
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
感
染
者
が
増
加
し

て
を
り
、
今
後
の
更
な
る
流
行
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。

　

現
在
、
国
や
地
方
自
治
体
等
が
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
各
種
の
対
策
を
講
じ
て
を
り
ま

す
が
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
全
国
神

社
の
活
動
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
及
ぶ
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
管
内
の
神
社
及
び

神
職
に
お
い
て
も
、
今
後
予
想
さ
れ
る
事
態

に
備
へ
て
、
左
記
の
通
り
、
当
面
の
対
処
事

項
や
留
意
点
を
お
示
し
致
し
ま
す
の
で
、
そ

の
対
応
に
万
全
を
期
す
る
や
う
、
周
知
方
宜

し
く
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。

記

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
策
の
実
施
と
発
症
時
の
対
応

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
に
つ
い
て
は
、
日
々
刻
々
と
変
化
し
ま

す
の
で
、
継
続
し
て
正
確
な
情
報
収
集
に

努
め
、
冷
静
に
対
応
す
る
こ
と
。

②
神
社
内
や
神
職
等
職
員
で
実
施
で
き
る
具

体
的
な
感
染
防
止
策
（
手
洗
ひ
励
行
、
マ

ス
ク
着
用
等
）
を
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜

考
慮
す
る
こ
と
。

③
参
拝
者
や
神
社
関
係
者
へ
の
感
染
防
止
を

図
る
た
め
、
神
社
の
活
動
に
支
障
が
な
い

範
囲
に
お
い
て
、
建
物
や
境
内
の
清
掃·

消
毒
等
の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
も
留
意
す

る
こ
と
。

④
神
職
等
（
同
居
家
族
を
含
む
。）
で
症
状

に
不
安
が
あ
る
場
合
な
ど
の
一
般
的
な
問

合
せ
は
、
厚
生
労
働
省
や
都
道
府
県
・
保

健
所
等
の
電
話
相
談
窓
口
に
、
さ
ら
に
、

発
症
若
し
く
は
発
症
の
疑
ひ
が
あ
る
場
合
、

都
道
府
県
の
「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ

ン
タ
ー
」
に
電
話
で
相
談
す
る
こ
と
。

二
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
備
へ
た
神
社
活
動
の
検
討

①
祭
祀
の
執
行
に
際
し
て
は
、
今
後
の
感
染

状
況
に
よ
っ
て
、
そ
の
規
模
や
形
態
を
考

慮
す
る
必
要
も
あ
ら
う
が
、
感
染
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
祭
祀
は

斎
行
さ
れ
る
や
う
考
慮
願
ひ
た
い
。

②
神
社
で
行
ふ
講
演
会
や
祭
典
後
の
直
会
等

の
行
事
に
つ
い
て
は
、
感
染
拡
大
が
懸
念

さ
れ
る
場
合
、
そ
の
内
容
を
適
宜
変
更
す

る
こ
と
も
検
討
願
ひ
た
い
。

③
事
態
の
深
刻
化
に
よ
っ
て
、
今
後
、
不
特

定
多
数
の
者
が
集
ま
る
場
や
機
会
を
提
供

し
て
ゐ
る
事
業
者
に
対
し
て
、
国
や
地
方

自
治
体
が
事
業
活
動
の
自
粛
を
要
請
す
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
、
神
社

が
行
ふ
当
該
行
事
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
検
討
さ
れ
る
と
と
も
に
、
特
に
参

集
殿
、
神
社
会
館
、
宝
物
館
、
博
物
館
等

の
施
設
を
有
す
る
神
社
に
お
い
て
は
、
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
各
事
業
の
継

続
に
は
慎
重
な
配
慮
を
以
て
取
り
組
む
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

以
上

総
神
発
第
一
一
四
号

　
　

令
和
二
年
二
月
二
十
八
日

神
社
本
庁
総
長　

田
中
恆
清

神
社
庁
長
殿
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

に
つ
い
て

　

標
記
の
件
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
各
神
社
に
お
け
る
対
応
に
つ
き
ま
し

て
は
、
既
に
別
添
（
写
）
の
通
り
、
二
月

二
十
日
附
総
神
発
第
九
五
号
を
以
て
通
知
を

し
て
を
り
ま
す
が
、
二
月
二
十
六
日
に
は
政

府
よ
り
国
民
に
向
け
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
を
向
後
二
週
間
程
度
、
自
粛
或
は
規
模
を

縮
小
す
る
な
ど
の
対
応
を
取
る
や
う
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
極
め
て
重
要
な
時
期
に
あ
る
こ
と
を

踏
ま
へ
、
貴
庁
管
内
の
神
社
及
び
神
職
に
お

い
て
も
、
左
記
の
通
り
、
そ
の
対
応
に
万
全

を
期
す
る
や
う
、
重
ね
て
周
知
方
お
願
ひ
申

上
げ
ま
す
。

記

一
、
祭
祀
は
斎
行
す
る
や
う
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。
但
し
、
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
い

と
さ
れ
る
「
屋
内
な
ど
で
お
互
ひ
の
距

離
が
十
分
に
と
れ
な
い
状
況
で
一
定
時

間
ゐ
る
」
や
う
な
環
境
が
生
じ
る
場
合

に
は
、
付
随
す
る
直
会
や
神
賑
行
事
等

に
つ
い
て
、
中
止
ま
た
は
規
模
の
縮
小

を
考
慮
さ
れ
た
い
。
又
、
神
社
で
行
ふ

講
演
会
等
の
不
特
定
多
数
の
者
が
集
ま

る
行
事
に
つ
い
て
は
、
開
催
時
期
の
変

更
等
を
検
討
願
ひ
た
い
。

　
　
　

尚
、
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
具

体
的
な
感
染
防
止
策
（
手
洗
ひ
励
行
、

マ
ス
ク
着
用
等
）
及
び
建
物
や
境
内
の

衛
生
管
理
を
徹
底
さ
れ
る
や
う
、
必
要

に
応
じ
て
留
意
す
る
こ
と
。

二
、
右
の
期
間
は
凡
そ
三
月
末
ま
で
を
目
途

と
し
ま
す
が
、
当
該
期
間
経
過
後
に
お

い
て
も
引
き
続
き
、
感
染
拡
大
防
止
に

取
り
組
ま
れ
る
や
う
、
配
慮
願
ひ
ま
す
。

以
上

総
神
発
第
一
五
五
号

　
　

令
和
二
年
三
月
二
十
四
日

神
社
本
庁
総
長　

田
中
恆
清

神
社
庁
長
殿

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
発
生
時

に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て

　

標
記
の
件
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
、
政
府

や
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
種
々
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
全
国
規

模
で
日
々
新
た
な
感
染
者
が
判
明
し
て
を
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
万
一
、
神
社
職
員
や
そ

の
家
族
に
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処

事
項
に
つ
い
て
、
左
記
の
通
り
お
示
し
し
ま

す
の
で
、周
知
方
宜
し
く
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。

記

一
、
神
社
職
員
に
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

⑴
恒
例
祭
祀
以
外
の
業
務
を
停
止
し
、
一
時

的
に
参
拝
停
止
の
措
置
を
取
る
と
共
に
、

速
や
か
に
管
轄
の
保
健
所
に
連
絡
し
、
施

設
の
消
毒
を
依
頼
す
る
。

⑵
当
該
職
員
と
の
濃
厚
接
触
者
を
把
握
す
る
。

⑶
施
設
の
消
毒
、
及
び
濃
厚
接
触
者
の
隔
離
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神

職

任

免

任
免

発
令
月
日

奉
職
神
社
名

鎮
　
座
　
地

本
務
兼
務

職
　
名

氏
　
　
名

免
１
・
12
・
31
能
義
神
社
安
来
市
能
義
町

兼
祢

宜
伊
藤　

征
男

免
２
・
１
・
31
熊
野
大
社
松
江
市
八
雲
町

本
祢

宜
佐
々
木
八
洲

任
２
・
２
・
１
物
部
神
社
大
田
市
川
合
町

本
権
祢
宜

田
平　

好
香

任
２
・
２
・
１
八

幡

宮
大
田
市
温
泉
津
町

本
祢

宜
森
山　

晴
朗

任
２
・
２
・
20
五
十
猛
神
社
大
田
市
五
十
猛
町

本
宮

司
林　
　

隆
則

任
２
・
２
・
20
韓
神
新
羅
神
社

大
田
市
五
十
猛
町

兼

〃

〃

免
２
・
２
・
29
山
辺
神
社
出
雲
市
大
社
町

兼
宮

司
錦
織　

雅
紘

免
２
・
２
・
29

〃

〃

兼
祢

宜
錦
織　

恵
介

任
２
・
３
・
１

〃

〃

兼
宮

司
山
崎　

一
夫

任
２
・
３
・
１
由
來
八
幡
宮
飯
石
郡
飯
南
町

兼
祢

宜
景
山　

敏
宏

免
２
・
３
・
31
平
濱
八
幡
宮
松
江
市
八
幡
町

本
権
祢
宜

安
達　

和
巳

免
２
・
３
・
31
八

幡

宮
江
津
市
桜
江
町

本
祢

宜
牛
尾
八
角
子

免
２
・
３
・
31
方
結
神
社
松
江
市
美
保
関
町

本
宮

司
石
川　

松
子

免
２
・
３
・
31
須
義
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

免
２
・
３
・
31
玉
結
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

免
２
・
３
・
31
質
留
比
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

免
２
・
３
・
31
奢
母
智
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

免
２
・
３
・
31
三
保
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

免
２
・
３
・
31
方
結
神
社
松
江
市
美
保
関
町

本
祢

宜
板
倉　

竹
子

免
２
・
３
・
31
須
義
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

免
２
・
３
・
31
玉
結
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

免
２
・
３
・
31
質
留
比
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

免
２
・
３
・
31
奢
母
智
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

（
令
和
元
年
12
月
～
５
月
）

が
完
了
し
た
後
、
保
健
所
の
許
可
を
得
た
上
で
、
参
拝
者

の
受
入
れ
を
再
開
す
る
。

⑷
保
健
所
の
指
示
の
下
、
濃
厚
接
触
者
に
対
し
、
二
週
間
以

上
の
期
間
を
定
め
て
出
勤
停
止
の
措
置
を
と
り
、
期
間
満

了
後
、
医
師
と
相
談
の
上
、
勤
務
を
再
開
さ
せ
る
。

二
、
神
社
職
員
の
家
族
に
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

⑴
当
該
職
員
に
つ
い
て
、
二
週
間
以
上
の
期
間
を
定
め
て
出

勤
停
止
の
措
置
を
と
り
、
期
間
満
了
後
、
医
師
と
相
談
の

上
、
勤
務
を
再
開
さ
せ
る
。

⑵
出
勤
停
止
の
期
間
中
、
当
該
職
員
に
感
染
が
疑
は
れ
る
症

状
が
出
た
場
合
に
は
、
当
該
職
員
の
検
査
結
果
が
出
る
ま

で
の
間
、
当
該
職
員
と
の
濃
厚
接
触
者
に
対
し
出
勤
停
止

の
措
置
を
と
る
。
万
一
、
検
査
結
果
が
陽
性
で
あ
っ
た
場

合
に
は
、
前
項
⑶
⑷
の
措
置
を
講
じ
る
。

三
、
そ
の
他

⑴
万
一
の
場
合
に
備
へ
、
管
轄
保
健
所
を
予
め
把
握
し
て
お

く
こ
と
。

⑵
宮
司
一
人
奉
仕
の
神
社
な
ど
に
お
い
て
は
、
感
染
者
の
発

生
や
隔
離
に
よ
り
神
職
が
不
在
と
な
っ
た
場
合
に
備
へ
、

代
は
っ
て
祭
祀
を
執
行
す
る
神
職
な
ど
、
神
社
庁
や
支
部

内
で
の
人
的
な
協
力
支
援
に
つ
い
て
調
整
し
て
お
く
こ
と
。

以
上
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任
免

発
令
月
日

奉
職
神
社
名

鎮
　
座
　
地

本
務
兼
務

職
　
名

氏
　
　
名

免
２
・
３
・
31
三
保
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼
祢

宜
板
倉　

竹
子

免
２
・
３
・
31
八

幡

宮
江
津
市
有
福
温
泉
町
本
権
祢
宜

髙
橋　

重
宗

免
２
・
３
・
31
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
主

典
川
上　

典
大

任
２
・
４
・
１
方
結
神
社

松
江
市
美
保
関
町

本
宮

司
石
川　

良
子

任
２
・
４
・
１
須
義
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
１
玉
結
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
１
質
留
比
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
１
奢
母
智
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
１
三
保
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
１
方
結
神
社
松
江
市
美
保
関
町

本
祢

宜
宮
本　
　

恵

任
２
・
４
・
１
須
義
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
１
玉
結
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
１
質
留
比
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
１
奢
母
智
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
１
三
保
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
１
秋
鹿
神
社
松
江
市
秋
鹿
町

本
祢

宜
安
達　

和
巳

任
２
・
４
・
１
須
賀
神
社
松
江
市
秋
鹿
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
１
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
権
祢
宜

岡　
　

秀
哲

任
２
・
４
・
１

〃

〃

本
主

典
鳥
居　

万
裕

任
２
・
４
・
１

〃

〃

本
主

典
新　
　

吉
博

任
２
・
４
・
１

〃

〃

本
主

典
熊
野　

博
元

任
２
・
４
・
１
太
皷
谷
稲
成
神
社

鹿
足
郡
津
和
野
町

本
権
祢
宜

有
村
康
太
郎

任
２
・
４
・
１
八

幡

宮
仁
多
郡
奥
出
雲
町

本
宮

司
陶
山　

浩
嗣

任
２
・
４
・
１
愛
宕
神
社
仁
多
郡
奥
出
雲
町

兼

〃

〃

任
２
・
４
・
15
塩
冶
神
社
出
雲
市
上
塩
冶
町

本
祢

宜
花
田　

英
久

任
２
・
４
・
15

〃

〃

本
権
祢
宜

花
田
久
美
子

任
免

発
令
月
日

奉
職
神
社
名

鎮
　
座
　
地

本
務
兼
務

職
　
名

氏
　
　
名

任
２
・
４
・
15
大
山
神
社
出
雲
市
小
山
町

兼
祢

宜
花
田　

英
久

任
２
・
４
・
15
大
山
神
社
出
雲
市
小
山
町

兼
権
祢
宜

花
田
久
美
子

免
２
・
４
・
30
貴
船
神
社
雲
南
市
加
茂
町

本
権
祢
宜

塩
川　

洋
平

免
２
・
４
・
30
美
保
神
社
松
江
市
美
保
関
町

本
権
祢
宜

片
岡　

明
路

免
２
・
４
・
30

〃

〃

本
権
祢
宜

平
井　

一
頼

任
２
・
５
・
１
爾
佐
神
社
松
江
市
美
保
関
町

本

〃

〃

任
２
・
５
・
１
日
御
﨑
神
社
松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
５
・
１
伊
奈
頭
美
神
社

松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
５
・
１
伊
奈
阿
気
神
社

松
江
市
美
保
関
町

兼

〃

〃

任
２
・
５
・
１
布
宇
神
社
松
江
市
玉
湯
町

兼
宮

司
勝
部　
　

篤

任
２
・
５
・
１
奥
田
神
社
雲
南
市
大
東
町

本
宮

司
佐
々
木
和
行

任
２
・
５
・
１
船
林
神
社
雲
南
市
大
東
町

兼

〃

〃

任
２
・
５
・
１
日
原
神
社
雲
南
市
大
東
町

兼

〃

〃

任
２
・
５
・
１
須
我
神
社
雲
南
市
大
東
町

兼
祢

宜

〃

任
２
・
５
・
１
湯

神

社
雲
南
市
大
東
町

本
宮

司
佐
々
木
悠
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
２
年
１
月
～
３
月
）

１
月
6
日　

御
用
始
祭

1
月
25
日　

支
部
祭
式
助
教
研
修
会　

於　

神
社
庁
（
研
修
生
18
名
参
加
）

1
月
27
日　

正
・
副
庁
長
会

　
　

〃　　
　

役
員
会

　
　

〃　　
　

神
社
総
代
会
出
雲
部
会
第
２
回
評
議
員
会

　
　

〃　　
　

教
化
委
員
会
出
雲
部
会
役
員
会

　
　

〃　　
　

新
年
互
礼
会　

於　

武
志
山
荘

1
月
28
日　

新
年
祭　

於　

神
社
庁
神
殿
（
斎
主　

出
雲
大
社
副
支
部
長

喜
和
田
公
二
）

庁

務

日

誌
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松
江
市
玉
湯
町　

布
宇
神
社　

宮　

司　

家　

原　

國　

彦

令
和
二
年
一
月
二
十
三
日　

享
年
七
十
二
歳

仁
多
郡
奥
出
雲
町　

八
幡
宮　

宮　

司　

陶　

山　

英　

雄

令
和
二
年
二
月
十
二
日　
　

享
年
八
十
九
歳

雲
南
市
大
東
町　

奥
田
神
社　

宮　

司　

佐
々
木　

茂　

福

令
和
二
年
三
月
十
三
日　
　

享
年　

九
十
歳

松
江
市
西
尾
町　

紐
解
神
社　

宮　

司　

吉　

岡　

惇　

雄

令
和
二
年
四
月
二
十
二
日　

享
年
七
十
六
歳

出
雲
市
多
伎
町　

國
村
神
社　

名
誉
宮
司　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

原　

多
喜
久

令
和
二
年
四
月
二
十
九
日　

享
年
九
十
二
歳

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

島
根
県
神
社
庁
長　

⻆　

河　

和　

幸

神 職 帰 幽

新任神職紹介

〔
生
年
月
日
〕
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
六
日

〔
住
所
〕
島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町

大
谷
八
三
八-

三

〔
奉
職
神
社
〕
伊
賀
多
氣
神
社　

権
祢
宜

〔
就
任
年
月
日
〕
令
和
元
年
十
一
月
八
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

〔
ひ
と
こ
と
〕
神
明
奉
仕
に
勤
し
み
ま
す
。

中
林 

司

令
和
元
年
十
一
月
二
十
七
日
（
登
記
完
了
）

　

出
雲
市
美
野
町
九
三
五
番
地

　
　

芦
髙
神
社　

宮
司　

小
谷　

優

［
出
雲
市
美
野
町
二
五
八
番
地　

八
幡
宮
を
吸
収
合
併
］

※
こ
れ
に
よ
り
、
県
内
神
社
数
は

　

一
、一
六
四
社
と
な
っ
た
。

神
社
合
併

　
　

〃　　
　

研
修
所
講
師
会
議

　
　

〃　　
　

階
位
検
定
講
習
会
講
師
会
議

2
月
5
日　

教
化
委
員
会
出
雲
部
会
支
部
責
任
者
各
号
車
引
率
者
責
任
者
合
同
会

2
月
15
日　

神
青
協
主
催
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
並
時
局
問
題
講
演
会

2
月
15
～
16
日　

初
任
神
職
研
修　

於　

神
社
庁
（
研
修
生
18
名
参
加
）

2
月
25
日　

祈
年
祭
並
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭　

於　

神
社
庁
神
殿

（
斎
主　

大
田
支
部
長
中
田
宏
記
）

　
　

〃　　
　

支
部
長
会

3
月
17
日　

正
・
副
庁
長
会

3
月
18
日　

教
化
委
員
会
出
雲
部
会
役
員
会
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佐
太
神
社
で
「
神

か

む

く

ら座
」
を

鑑
賞
し
よ
う

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
で
あ
る
「
佐
陀

神
能
」。
そ
の
登
録
記
念
事
業
と
し
て
４
つ

の
神
楽
団
体
に
よ
る
「
大
蛇
」
を
上
演
す
る

「
神
座
」
が
こ
の
日
（
令
和
元
年
9
月
５
日
）

行
わ
れ
る
と
の
こ
と
。
今
回
の
神
社
巡
り
は
、

メ
ン
バ
ー
で
「
神
座
」
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た

。

佐
太
神
社
に
は
、
こ
の
「
神
座
」
の
運
営
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
他
の
社
☆
ガ
ー
ル
メ
ン
バ
ー

が
朝
か
ら
来
て
い
ま
し
た
。
司
会
進
行
の
河

野
さ
ん
を
は
じ
め
、
受
付
、
案
内
等
み
ん
な

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
神
座
」
は
出
雲
市
の
「
見
々
久
神

楽
保
持
者
会
」、
飯
南
町
の
「
奥
飯
石
神
楽

保
存
会
」、
広
島
県
の
「
比
婆
荒
神
神
楽
社
」、

そ
し
て
、
松
江
市
の
「
佐
陀
神
能
保
存
会
」

の
４
つ
の
神
楽
団
体
の
「
大
蛇
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
神
楽
の
共
演
と
い
う
豪
華
な
も
の
。

　

最
初
は
「
比
婆
荒
神
神
楽
社
」
さ
ん
の
特

別
演
舞
と
し
て
、
佐
太
神
社
の
ご
祭
神
で
あ

る
佐
太
大
神
＝
猿
田
毘
古
大
神
（
サ
ル
タ
ヒ

コ
オ
オ
カ
ミ
）
に
ち
な
み
『
猿
田
彦
之
命
の

舞
』
が
舞
わ
れ
ま
し
た
。
猿
田
彦
之
命
と
思

わ
れ
る
人
物
が
２
人
出
て
き
た
の
に
も
ビ
ッ

ク
リ
で
す
が
、
そ
の
剣
舞
も
迫
力
満
点
で
し

た
！
（
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

感
想
だ
け
で
ス
ミ
マ
セ
ン
。）

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
各
団
体
の
「
大お
ろ
ち蛇
」

で
す
。「
佐
陀
神
能
」
の
大
蛇
は
、
大
蛇
が

面
を
付
け
て
立
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
戦
う

の
は
従
者
と
い
う
の
は
特
徴
的
で
面
白
い
で

す
。「
見
々
久
神
楽
」
は
床
を
這
う
よ
う
に

進
む
ト
カ
ゲ
型
、「
奥
飯
石
神
楽
」
は
獅
子

舞
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
幕
で
覆
わ
れ
た
幕ま
く
じ
ゃ蛇

と
、
地
域
に
よ
っ
て
大
蛇
の
形
態
自
体
が
違

う
と
い
う
の
も
興
味
深
か
い
も
の
で
し
た
。

　

演
舞
と
演
舞

の
間
に
は
、
島

根
県
古
代
文
化

セ
ン
タ
ー
研
究

員
の
石
山
祥
子

さ
ん
に
そ
れ
ぞ

れ
の
神
楽
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を

解
説
し
て
い
た

だ
き
、
有
難

か
っ
た
で
す
。

　

最
後
は
、
再
び
「
比
婆
荒
神
神
楽
社
」
さ

ん
の
演
舞
な
の
で
す
が
…
、
大
蛇
よ
り
も
ス

サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
よ
り
も
、
テ
ナ
ヅ
チ
、
ア

シ
ナ
ヅ
チ
の
掛
け
合
い
が
漫
才
の
よ
う
で
笑

い
を
誘
い
ま
す
。
そ
し
て
、『
松
尾
明
神
の

酒
造
り
』
は
、
も
は
や
漫
談
状
態
（
途
中
か

ら
漫
才
の
よ
う
で
し
た
）。
ま
さ
か
神
楽
を

見
に
来
て
こ
こ
ま
で
爆
笑
す
る
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
蛇
腹
状
の
大
蛇
（
提
灯
型

と
い
う
の
で
す
ね
）
が
煙
を
吹
い
て
、
ス
サ

ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
対
峙
す
る
シ
ー
ン
は
流
石

の
迫
力
で
大
興
奮
で
し
た
！

　

今
回
の
神
社
巡
り
で
は
、
一
度
に
様
々
な

大
蛇
を
見
る
と
い
う
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

社
☆
ガ
ー
ル
通
信
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神
社
の
「
は
つ
ま
い
り
」
と
い
う
行
事
が
こ
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
と
も
見
え
る
。
と
い
う
の
は

旧
正
月
の
一
ヶ
月
間
に
は
、
島
前
全
島
の
区
長
が

中
心
と
な
っ
て
、
海
抜
三
百
米
に
あ
る
山
の
神
社

に
参
拝
す
る
の
が
島
前
の
古
く
か
ら
の
慣
し
と
し

て
定
着
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
地
域
」
と
い

う
感
覚
は
、
こ
う
い
う
伝
統
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

隠
岐
島
島
前
は
知
夫
里
島
、中
ノ
島
（
海
士
町
）、

西
ノ
島
の
三
島
か
ら
成
り
、
人
口
は
お
よ
そ
六
千

人
ほ
ど
で
あ
る
。
島
前
支
部
は
知
夫
里
（
七
社
）、

海
士
（
十
六
社
）、
西
ノ
島
（
十
五
社
）
の
三
八

社
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
社
数
は
ほ
ぼ
集

落
数
に
対
応
し
地
域
と
氏
子
の
関
係
を
維
持
し
て

い
る
と
も
言
え
る
。

　

ま
た
、
各
島
に
は
島
の
統
合
機
能
を
果
た
し
て

い
る
神
社
が
一
社
毎
あ
る
の
が
島
前
支
部
の
特
色

と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
島
前
に
八
社
あ
る
式

内
社
の
一
つ
で
あ
る
天
佐
志
比
古
命
（
あ
ま
さ
し

ひ
こ
の
み
こ
と
）
神
社
は
、
知
夫
里
島
全
集
落
の

区
長
が
氏
子
総
代
を
務
め
て
い
る
。
中
ノ
島
で
は

後
鳥
羽
上
皇
を
祭
神
と
す
る
隱
岐
神
社
が
こ
の
機

能
を
果
た
し
て
、

十
四
集
落
の
区

長
が
地
区
総
代

の
役
目
を
果
た

し
て
い
る
。
西

ノ
島
で
は
集
落

区
長
が
総
代
で

は
な
い
が
、
焼

火
（
た
く
ひ
）

昨
春
四
月
三
十
日
に
は
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
が
執

り
行
な
わ
れ
、
五
月
一
日
に
は
新
天
皇
陛
下
の
「
剣

璽
等
承
継
の
儀
」「
即
位
後
朝
見
の
儀
」
が
行
な
わ
れ
、

新
元
号
「
令
和
」
が
幕
を
開
け
た
。
国
内
が
祝
賀
ム
ー

ド
に
溢
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
比
べ
、
今
春
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」

の
出
現
で
大
変
で
あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

宣
言
し
、
既
に
世
界
中
が
猛
威
の
中
に
あ
る
。

折
角
平
田
高
校
が
選
出
さ
れ
た
選
抜
高
校
野
球
は
中

止
、
大
相
撲
は
無
観
客
に
。
プ
ロ
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
の

Ｊ
リ
ー
グ
を
始
め
こ
れ
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
も
影
響
を
受
け
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
国
家
と
し
て

の
大
事
業
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
さ
え
一

年
の
延
期
が
現
実
に
な
っ
た
。
神
社
界
で
も
、
予
定
さ

れ
て
い
た
諸
行
事
の
中
止
、
宝
物
殿
や
展
示
館
の
閉
館
、

職
員
の
マ
ス
ク
着
用
や
、
手
水
舎
の
柄
杓
の
撤
収
、
朱

印
帳
へ
の
書
き
入
れ
休
止
（
書
き
置
き
で
対
応
）
な
ど

な
ど
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
て
い
る
。

遂
に
四
月
七
日
に
は
、
七
都
道
府
県
に
対
し
緊
急
事

態
宣
言
も
発
出
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
祈
願
祭
が
各
地
の
神
社
で
斎
行
さ
れ

て
い
る
が
、
一
日
も
早
い
厄
難
の
消
除
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
）
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